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戦争の始まり
　1931（昭和６）年９月、日本軍が満州事変を
起こし、戦争の時代が始まります。
　1937（昭和12）年には日中戦争が始まり、戦争
が長期化するにつれて国家総動員の体制が
とられ、国民は戦争遂行のため耐久生活を強い
られることとなります。1945（昭和20）年８月
に戦争が終結するまでの期間を「15年戦争」とも
言い、戦争が人々の生活に大きな影響を与え
ました。

　戦争によって物が不足して
くると、生活に必要な物資が
配給制になりました。米・塩・
みそ・しょうゆなどの食料品は
もちろん、衣料品も「切符」が
なければ買うことができず、
欲しいものが自由に買えなく
なりました。 配給された衣料切符

医王寺へ疎開した蒲田国民学校の児童たち

大日本国防婦人会見付支部（旧見付学校階段前）

防空演習の様子

配給制度

　戦争が激しくなると、アメリカ軍の飛行機が
爆弾を投下するようになり、磐田も大きな被害
がありました。空襲に備えるために地域ごとに
防空演習を行い、各家庭では、水入りのバケツと
火たたき※・砂袋が用意されました。

空襲と人々の生活

　また、東京が空襲で被害に遭う前に、磐田
にも大勢の児童が集団疎開をしてきました。

戦争中の人々の暮らし

※火たたき：縄に水をつけて火をたたき消す道具

　各地で、国防婦人会が結成され、見付では
「大日本国防婦人会見付支部」ができました。
出征兵士の見送りや慰問袋の作成など、戦時活
動を支えました。
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戦争体験者からの証言
　東京から母の実家がある鮫島に疎開してきました。
戦時中は毎日アメリカの戦闘機が飛んでいましたが、母
の実家は農業と漁業で生計を立てていたため、従兄は
危険を冒して漁を続けていました。終戦直前は、人手
不足で小学生も漁の手伝いをしていました。漁を終え
た船が沖から戻るとき、船が機銃掃射※を受け、陸で地
引網をしていた女性と子どもにも銃撃が及びました。
　私を含め、陸にいた人々や船から海に飛び込んだ
従兄たちは助かりましたが、友だちは跳弾でけがをし、
船上で身を伏せた人は3人亡くなりました。

牧野 正國さん（88歳）
※機銃掃射：戦闘機が機関銃の銃口を動かし、敵をなぎ倒すよう

に射撃すること。
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戦争と子どもたち
　戦争が始まると、学校の教育は戦時体制のもと、戦時対応教育に変わっていきます。
　小学校では、兵士の送迎、農繁期の労力奉仕、物資の節約、鍛錬行事の強化などが行われ、1941
（昭和16）年から新たに国民学校制度が始まると、これらがさらに強まっていきました。
　中学校（現在の高等学校に相当）では、昭和初期から将校※が配属され、授業に軍事訓練を取りいれ
ていきました。戦局が厳しくなる1944（昭和19）年には、学徒動員が本格化し、生徒は、軍需工場での
兵器の製造や、軍事施設での作業などを行い、戦争遂行のための戦力となっていきました。

陸軍特別攻撃隊
　陸軍特別攻撃隊（特攻隊）とは、戦争末期に航空機に爆弾を積んで艦船
に体当たりを行った飛行部隊のことです。陸軍の特攻隊として最初に出撃
した「富嶽隊」には、旧掛塚町出身の米津芳太郎大尉が所属しており、突入
の瞬間を伝える通信担当として隊長機に同乗していました。

　わたしの叔父は、陸軍特別攻撃隊員として出撃し、1944年11月フィリピン海域で戦死しました。この特攻作戦は、

機体から銃器が外され、爆弾は落とせない構造に改造されて、搭乗者もろとも敵の戦艦へ体当たりをさせると

いう非人道的なものでした。叔父はたった26歳で悲壮な最期を遂げました。私が今を生きている若者の皆さん

へ伝えたいこと、それはたった一度だけの人生を大切に生きてほしいということです。そして、誰もが一人の人間

として尊重され、幸福を感じられる社会を実現することこそが平和への近道であると信じています。

御厨高等小学校での軍事訓練の様子

米津芳太郎陸軍大尉

市民の平和展磐田実行委員会　米津 幸男さん（77歳）

戦争体験者の証言

遺族の証言

　私が６歳の頃、小学校の校庭は食料増産のために、かぼちゃやさつまいもの畑となり、

授業では教育勅語を教育理念に取り入れ、少年兵に行く準備をしていました。見付

国民学校の教師と児童の29名が犠牲となった空襲の時、わたしも同じ場所にいました。

側溝に隠れてなんとかぎりぎりのところで助かりましたが、恐々空を見上げると、電線に

衣類がぶら下がっており、どこへ飛ばされたか分からない友だちもいました。とても

怖かったことを今でも覚えています。 尾﨑 宜秀さん（90歳）

※将校：軍隊における指揮官の階級をもつ軍人
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磐田市の空襲被害
　1944（昭和19）年11月から、マリアナ諸島のサイパン基地を飛び立ったB29爆撃機による日本本土へ
の空襲が始まります。昭和19年から昭和20年にかけて、死者224人、負傷者82人と多くの被害を
受けました。（市文化財課資料より引用）

1945（昭和20）年５月19日の出来事
　1945（昭和20）年５月19日、約90機のB29爆撃機が関東・東海領域に侵入しました。密雲に
より、攻撃目標である飛行場及び軍需工場を発見できず、各地に散発的に投弾したため、磐田でも
下記の地区などで大きな被害を受けました。

遺族の証言
　父は豊川海軍工廠※の職員でした。B29の爆撃で右足を負傷し、近くの小学校で

手当てを受けました。教室は負傷者であふれ、薬も少なく、母は後で“地獄のようだった”

と語りました。傷は癒えず、父は26歳で亡くなりました。私は母のお腹の中にいたため、

仏壇の上に掲げた父の写真しか知ることができません。夢でもいいから父に会いたい。

戦後80年過ぎても未だかないません。

磐田市遺族会　伊井谷 晴夫さん（79歳）

　空襲警報が発令されたため、見付国民学校の児童は学校から退避し、
河原町方面へ帰宅しました。途中、男子児童50名が防空壕へ避難しよう
としましたが、女子児童でいっぱいであったため、外の側溝にうずく
まっていたところに、飛来したＢ29爆撃機が投下した爆弾が直撃し、爆風
などにより教師１名（田中小苗先生）と児童28名が犠牲となりました。

見付地区

　中泉農学校（現磐田農業高校）ではこの日、桑畑で生徒が実習中でした。遠くにB29爆撃機が見え、
丸山茶園付近の防空壕に避難しましたが、防空壕の手前５ｍのところで爆弾が炸裂し、生徒のうち
５人が犠牲になりました。
　また、磐田工業高校（現磐田西高校）の生徒５人が、学校から掛塚町の自宅へ自転車で帰宅途中に
田中神社付近で空襲被害に遭い、３人が犠牲になりました。お弁当を食べながら休憩していたとき
のことでした。

中泉地区

　福田町では、アメリカ軍の空襲により、30世帯が全焼、41人が犠牲となりました。当時、空襲を経験
した方の話によると、救護所となっていた小学校では、教室にも廊下にも足の踏み場もないほどけが人
の山ができていて、泣き叫ぶ声やうめき声が響き渡っており、生き地獄そのものだったそうです。

福田地区

　1945（昭和20）年、標的となる軍事工場や民家の少なかった豊岡地区にも空襲警報が発令される
ようになりました。このころ、海軍の一部の兵士52名が、豊岡地区の敷地村国民学校（現豊岡北
小学校）を宿舎として駐留しました。

豊岡地区

※工廠：軍隊直属の軍需工場のこと

田中 小苗先生（当時18歳）
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  た   なか じん じゃ  ふ   きん　      くうしゅう  ひ   がい　        あ　　　  　　　にん　　　 ぎ   せい　　　　　　　　　　　　　               べん とう　       た　　　　                    きゅうけい

み   つけ   ち   く

なかいずみ  ち    く

          ふく   で ちょう　　              　　　　　　　　ぐん　    くうしゅう　　                                 せ   たい　    ぜんしょう　　       にん　       ぎ  せい　　                                          とう   じ　   くうしゅう　    けい  けん　        

                かた　   はなし　　　　　               きゅう  ご  じょ　　　                               しょう がっ こう　　　　      きょう しつ　          ろう   か　　          あし　      ふ　         ば　　　　                                         にん

　　  やま　                                                    な  　     さけ　　  こえ　　                         ごえ　　   ひび　     わた　　                              い　　      じ   ごく

ふく  で     ち    く

　　　　　　          　                                              ひょうてき                      ぐん   じ  こうじょう　   みん   か　　    すく　　　                     とよ おか   ち    く　　          くうしゅう けい ほう　　  はつ れい

　　　　　　　　　　　　　　　　                                                  かい ぐん　      いち   ぶ　　      へい   し　　　     めい　　       とよ おか   ち　  く　　    しき   じ   むら こく  みん がっ こう　    げん とよ おか  きた

しょう がっ こう　　       しゅくしゃ　　              ちゅうりゅう

とよ おか   ち    く

こうしょう　   ぐんたいちょくぞく　     ぐんじゅこうじょう

   い　 ぞく　　　しょう げん

　　  ちち　　  とよ かわ かい ぐんこうしょう　　　  しょくいん　　　　　　　　　　　　　       ばく げき　　  みぎ あし　    ふ しょう　        ちか　　       しょうがっこう　    

  て   あ　　　　    う　　　　                きょうしつ　　  ふ しょうしゃ　　　　                くすり　  すく　　         はは　     あと　         じ   ごく　

　　 かた　　　　　　　　　   きず　　   い　　　          ちち　　           さい　      な　　　                                わたし　　はは　           なか　    なか

 ぶつ  だん　    うえ　    かか　　         ちち　    しゃ しん　　　　   し　　　　　                                                 ゆめ　                                    ちち         あ　　　                 

 せん   ご　          ねん  す　　               いま

いわ  た    し     い   ぞくかい　　 い    い のや  はる  お　　　　   　　　さい

た なか   さ なえせんせい　 とう じ　　  さい
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慰霊碑（磐田農業高校）

慰霊碑

慰霊碑

　戦争の犠牲者となった中泉農学校（現磐田農業高校）の
５人の生徒を慰霊すると共に平和を願うため、当時の同級生
が中心となって基金を募り、磐田農業高校開校100周年を
迎えた1996（平成８）年５月19日に「平和の願い」の碑が
建立されました。

1埋蔵文化財センター

豊田町駅豊田町駅 磐田駅磐田駅

御厨駅御厨駅

2歴史文書館
3竜洋郷土資料館

2

2

明野陸軍飛行学校天竜分教所跡（竜洋袖浦公園）

明野陸軍飛行学校
天竜分教所跡

　天竜分教所は、1942（昭和17）年４月に開設され、1945（昭和20）年６月までに、400名を超える
将校を養成しました。天竜分教所からは明野本校（三重県）で
編成された特攻隊「八紘隊」などに参加し、多くはフィリピン
島上空で戦死しています。また、天竜分教所から飛び立った
特攻隊員数名が沖縄上空で戦死しています。敗戦後、アメリカ
軍に利用されることを恐れ、飛行場の格納庫などは撤去され
たため、現在は、当時の格納庫の基礎の部分であるコン
クリートの柱のみが残っています。

3

慰霊碑（磐田北小学校付近）
　見付国民学校の教師１名と児童28名が犠牲となった
空襲の翌年、慰霊碑と「子ども厄除け地蔵」が建立され、
以来毎年、磐田北小学校ＰＴＡによって慰霊祭が行われ
ています。この碑には、子どもたちが生命と平和の尊さを
後世に語り継いでいけるようにとの強い願いが込められ
ています。なお、磐田北
小学校では、毎年５月に
平和月間を設け、平和
集会などを開き、子ども
たちが平和を語り継いで
います。

1 戦火をくぐり抜けたクスの木

第一航空
情報連隊跡

3

5

開拓団
礎霊之碑

4

いわ　　た　　　しいわ　　た　　　し

せ  ん        そ   う　　     い        せ   きせ   ん        そ   う　　     い        せ   き

6

1

い    れい    ひ
いわ  た  のうぎょうこうこう

　　   せん そう　         ぎ   せい  しゃ　　                         なかいずみのう  がっ  こう　    げん いわ   た   のうぎょう こう  こう

　　 にん　      せい   と　         い   れい　　　              とも　　   へい  わ　       ねが             　　　　   とう   じ　       どうきゅうせい

　    ちゅうしん　　                           き    きん　      つの　           いわ   た   のうぎょうこう こう  かい  こう　　           しゅうねん　　  

むか                                　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　              へい   わ　        ねが                         ひ　        

こんりゅう

い    れい    ひ いわ  た  きたしょうがっこう ふ  きん

　　　 み   つけ こく  みん がっ  こう　    きょう  し　      めい　       じ   どう　　      めい　        ぎ   せい

くうしゅう　     よく とし　      い    れい   ひ　　            こ　　             やく   よ　　       じ   ぞう                こんりゅう　　　            

  い   らい まい とし　    いわ   た    きたしょうがっ  こう　                                                   い   れい さい　　 おこな　　　　　                             

                                                       ひ                         こ　　　　                           せい めい　     へい   わ　　  とうと　　       

こう せい　     かた　　     つ　　　　　　　　　　　　　　　　                          つよ　     ねが　　            こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　   いわ    た   きた

しょうがっ こう　　                まい とし

 へい    わ     げっ  かん　       もう　              へい   わ

しゅうかい　　                   ひら　　　     こ

　　　              へい   わ　       かた　       つ

あけ   の     りく  ぐん    ひ    こう   がっ  こう  てん りゅう ぶん きょう じょ あと りゅうようそで うら こう えん

　　  てんりゅうぶんきょうじょ　　　　　　             　　　　　　　　　　　　　　　　            かい せつ　　　　　　　                 　　　　　　　                                                                                      めい　     　こ 

しょう こう　     よう  せい　　　　                    てんりゅうぶんきょうじょ　　                あけ   の   ほん   こう　　  み     え   けん　　        

へん  せい　　                 とっ  こう  たい　　はっ こう たい　    　                   さん   か　            おお　　　                                          

とうじょう くう　     せん   し　　　　　　　　　　　　　　　　             てんりゅうぶんきょうじょ　　            と　          た　　          

 とっ こう  たい  いん すう  めい　     おき なわじょうくう　     せん    し　　　                                  はい せん   ご　　                                

ぐん　        り   よう　　　　　　　                       おそ　　          ひ    こうじょう　    かく  のう    こ   　　　            てっ きょ                   

                                 げん  ざい　　　       とう    じ　        かく  のう    こ　          き      そ　          ぶ   ぶん　　                                                            

                                       はしら　　　               のこ
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歴史資料を探してみよう

1埋蔵文化財センター
所在地　：
利用時間：
休館日　：

磐田市見付3678-1
午前8時30分から午後5時
祝日、年末年始

2歴史文書館
所 在 地 ：
利用時間：
休 館 日 ：

磐田市岡729-1
午前9時から午後5時
土曜・日曜・祝日・年末年始

3竜洋郷土資料館
所 在 地 ：
利用時間：
休 館 日 ：

磐田市岡405-47
午前9時から午後4時30分
月曜、祝日、年末年始

開拓団礎霊之碑（観音寺）
　満蒙開拓団※福田郷は、龍山開拓団ともいわれました。福田町から多く
の人々が、第２の福田町建設の夢を描いて、満州の「龍山」へと渡って
いきました。しかし、1945（昭和20）年８月の日本の敗戦により、参戦
したソビエト軍や中国人から襲撃される危険を避けるため、悲惨な逃避行
を余儀なくされ、食料難や銃撃戦により、多くの犠牲者を出しました。

4

　1945（昭和20）年５月19日、海老塚、豊田西
之島、小立野、池田、源平新田に200発以上の
爆弾が投下され、住民・家屋が大きな被害を
受けました。現在、豊田西保育園がある場所に
は、当時、池田村国民学校がありました。空襲で、
学校は一部を残して跡形もなくなりましたが、
唯一クスの木だけが生き残りました。今でも
ずっとこの地で子どもたちを見守り続けています。

　第２次世界大戦が始まり、日本帝国陸軍航空
部隊は国土防空の目的をもって1942（昭和17）
年に磐田原台地に第一航空情報連隊を開隊しま
した（通称中部129部隊）。日本で最初の電波
警戒機部隊※として多数の将兵を育成し、太平洋
戦争全戦域に出動し多くの功績を残しましたが、
その多くは再びここ磐田の地に帰りませんでした。
かぶと塚公園には、この他にも、レーダー塔の
基礎や軍事基地の境が残っています。

戦火をくぐり抜けた
クスの木（豊田西保育園）

5 第一航空情報連隊跡
（かぶと塚公園）

6

写真パネルや古文書、貴重な実物資料などを所蔵・展示しています。無料で入館することができます。

※満蒙開拓団：満州事変後、日本政府の国策により、満蒙（満州及び内蒙古）地区に移り住んだ日本人農業移民

※電波警戒機部隊：無線を使って敵の動きを警戒する部隊

かい   たく   だん     そ    れい     の      ひ かん のん  じ

　　   まん もう かい  たく だん      ふく   で    ごう　          りゅうざん  かい たく  だん　　                                                              ふく  で ちょう　　         おお

　　  ひと びと　　         だい　　           ふく    でちょう けん せつ　      ゆめ　       えが　　                まんしゅう　          りゅうざん　                      わた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　                       に    ほん　       はい せん　　                        さん せん

　　　　　　　　                  ぐん　   ちゅうごく じん　            しゅうげき　                     き    けん　       さ     　　                              ひ   さん　      とう    ひ   こう　　 

          よ     ぎ　　　　                      しょくりょうなん　     じゅうげき せん　　                      おお　              ぎ  せい しゃ　       だ

せん     か　　　　                             ぬ

                            き とよ  だ  にし  ほ  いくえん

　　　　　　　       　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       え     び    つか　   とよ   だ  にし

   の    しま　　  こ    だて   の　　  いけ   だ　      げん ぺい しん でん　　                     ぱつ   い  じょう　    

ばく  だん　      とう    か　                     じゅう みん　      か    おく　        おお                    ひ   がい　　   

  う　　　　　　                     げん ざい       とよ   だ   にし    ほ    いく  えん　　　                 ば    しょ　　

               とう   じ　      いけ   だ   むら  こく みん がっ こう　　　　                                     くうしゅう　　     

 がっ  こう　      いち   ぶ　         のこ　               あと  かた　　　　　　　　　　　　　　　                        

 ゆい いつ　　　　                き　　　　　　　　　 い　        のこ　　　     　　　　　　　 いま　　　　　

　　　　　　　　        　ち　　　   こ　　　                                み  まも　　  つづ　

だい  いち  こう  くう じょう ほう  れん  たい  あと

づか こう えん

　　  だい　　   じ      せ    かい たい せん　　   はじ　　　             に  ほん てい  こく りく  ぐん こう  くう

  ぶ   たい　      こく    ど   ぼう  くう　      もく てき　　　　                                　　　　  　　　       

                 いわ    た  ばら だい  ち　      だい いち  こう くうじょう ほう れん たい　　  かい たい　　　　　　　      

     　　　　　 つうしょうちゅうぶ　　             ぶ    たい　　        に  ほん　　     さい  しょ　　  でん    ぱ   

けい  かい    き    ぶ    たい　                           た  すう　     しょう へい　　いく  せい　　　　たい へい よう

せん そう  ぜん  せん  いき　    しゅつ どう 　   おお　             こう  せき　     のこ　　　                                                

               おお　          ふたた                      いわ   た　　     ち　　     かえ　　　　　　                                         

                          づか こう  えん　　　　　　　　　　       ほか　　　　　                                      とう　　  

   き     そ　        ぐん   じ     き     ち　     さかい　    のこ

れき　 し       し   りょう　       さが

まい ぞう ぶん   か  ざい れき   し   もん じょ かん りゅう ようきょうど     し りょう かん

しゃ しん　　                         こ   もん じょ　    き ちょう　   じつ ぶつ  し りょう　                しょ ぞう　 てん  じ　　　　　                          む りょう　   にゅう かん

まんもうかいたくだん　  まんしゅうじ へん ご　      に ほんせい ふ　     こくさく　　                    まんもう　 まんしゅうおよ　　ないもう こ　      ち   く　     うつ　     す　             に ほんじんのうぎょういみん　　

でん  ぱけいかい  き ぶ たい　　 む せん　   つか　　     てき　   うご　         けいかい　          ぶ たい
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軍使たちを運ぶ緑十字機
　日本は降伏文書調印のため、フィリピンのマニラへ軍使※一行
を派遣しました。この軍使を千葉県の木更津から中継地である
沖縄県の伊江島へ運んだのが、白地に緑の十字が描かれた２機
の「緑十字機」です。
　軍使一行を乗せた緑十字機は、8月19日、木更津を出発し伊江島
に到着。米軍機に乗り換えてマニラへ行き、会議を行いました。8月
20日に伊江島に戻り、再度木更津へ向けて出発する間際、１機の
緑十字機が故障してしまいます。緑十字機は残りの１機で軍使の
半数を乗せ、先行して木更津へ向かうこととなりました。

戦争の終わり
　９月２日、東京湾の戦艦ミズーリ号で連合国の代表が降伏文書に
調印し、正式に戦争が終わりました。旧ソ連軍は北海道の直前まで
迫っていましたが、この調印により攻撃を停止しました。緑十字機
の決死の飛行、そして伊江島補助飛行場への離着陸と鮫島住民の
関わりにより、太平洋戦争を終戦に導いたと伝えられています。

日本が無条件降伏を受けることを正式に
宣言し、全ての戦争行為の停止や日本が連合
国軍最高司令官の命令に従うことが明記さ
れています

鮫島海岸に不時着
　８月20日深夜、軍使を乗せた緑十字機は燃料切れのため鮫島海岸
に不時着しました。この時、不時着の現場を見かけた鮫島地域の住民
たちは、すぐに救援に当たりました。この救援により、軍使たちは、現在の竜洋袖浦公園にあった飛行学校の
トラックで代替飛行機のある浜松飛行場（現航空自衛隊浜松基地）へ速やかに移動することができました。
　浜松飛行場の飛行機は、富山県へ避難させてありましたが、１機だけ残されていました。この飛行機を
修理し、浜松飛行場を離陸した軍使たちは、８月21日朝、連合国から受け取った降伏文書などの重要な
書類を政府に届けることができました。

ポツダム宣言の受諾
　1945（昭和20）年８月15日、玉音放送※で日本はポツダム宣言※を受諾し、無条件降伏することを
表明しました。
　しかし、正式な終戦でない中、旧ソ連軍は樺太※の日ソ国境を突破し南下を進めていたため、日本は
終戦処理について連合国側と具体的な手続きをし、早急に降伏文書へ調印する必要がありました。

離陸し木更津へ向かう緑十字機（岡部英一さん提供）

降伏文書（外務省外交史料館所蔵）

磐田市と緑十字機のつながり

※玉音放送：昭和天皇が自らラジオを通じて国民に太平洋戦争の終結を告げた録音放送
※ポツダム宣言：連合国による日本への無条件降伏を勧告するための宣言
※樺太：北海道の北に位置する細長い島（ロシアではサハリンと呼ばれている）
※軍使：交戦中の軍隊間で交渉のために派遣される使者

いわ         た          し　　            みどり    じゅう       じ           き

せん  げん　　　じゅ   だく

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　           ぎょくおん ほうそう　　         に  ほん　　　                               せん  げん　　　   じゅ だく　　          む じょう  けん  こう  ふく

ひょうめい

　　　　　　　　　       せい しき　     しゅうせん　　　              なか　 きゅう　    れん ぐん　　   から ふと　           にっ　    こっきょう　     とっ   ぱ　        なん   か　        すす　　　　　　　　　　                     に  ほん

しゅうせん しょ   り　　　　                     れん  ごう  こく がわ　       ぐ  たい  てき　       て   つづ　　　　              そうきゅう　     こう ふく ぶん しょ　    ちょう いん　             ひつ  よう

ぐん　  し　　　　　　　　　  はこ　      みどりじゅう  じ      き

　　    に   ほん　       こう  ふく  ぶん しょちょう いん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ぐん   し         いっ  こう

　　    は   けん　　　　                                        ぐん   し　　       ち      ば   けん　        き   さら   づ　              ちゅうけい    ち

おき なわ  けん　　　   い     え   じま　　   はこ　　　                             しろ   じ　　    みどり　   じゅう  じ　        えが　　                            き

　　　  みどりじゅうじ    き

　　  ぐん   し  いっ  こう　       の　　         みどりじゅうじ    き　　                                 　　      き  さら  づ　    しゅっぱつ　       い    え  じま

　    とうちゃく　   べい ぐん   き　        の　        か　　　　                                    い　       　 かい  ぎ　      おこな

　 　                     い    え    じま　      もど　　      さい   ど     き   さら    づ　         む　　          しゅっぱつ　              ま   ぎわ　　        き　     

みどりじゅうじ     き　          こ しょう　　　　　　　　　　                     みどりじゅうじ     き　       のこ　　                  き           ぐん   し　       

はん  すう　       の　             せん  こう　              き  さら    づ　        む

さめ   じま  かい   がん　         ふ      じ  ちゃく

　　　　                          しん   や　    ぐん  し　         の　　          みどりじゅうじ  き　      ねんりょう ぎ　　　                      さめ じまかい がん

　       ふ    じ ちゃく　　                                       とき　    ふ     じ ちゃく      げん   ば　        み　　　               さめ じま  ち   いき　  じゅう みん

　　　                                     きゅうえん　      あ　　　　　                                     きゅうえん　                        ぐん  し　                           げんざい      りゅう よう そで うら  こう  えん　　　　　               ひ  こう  がっ こう　　　

                                      だいたい  ひ  こう   き　　                  はま まつ  ひ   こうじょう　 げん こう くう  じ  えい たい はま まつ   き    ち　　        すみ　　　                い  どう

　　  はま  まつ  ひ  こうじょう　      ひ  こう    き　              と  やま  けん　        ひ  なん　　　　　                                                                き　　           のこ　　                                                                     ひ   こう  き

しゅう り　　         はま まつ   ひ   こうじょう　     り   りく　              ぐん   し　　　                                                   あさ　  れん ごう こく　　           う　         と　　           こう ふく ぶん しょ　　                じゅうよう

 しょ るい　      せい    ふ　       とど

せん  そう　　     お

　　　　                            とうきょうわん　    せん  かん　　　                   ごう　　  れんごう こく　    だいひょう　    こうふく ぶん しょ

ちょういん　　      せい しき　       せん  そう　　   お　　　　　　                       きゅう　    れん  ぐん　    ほっ  かい  どう　  ちょくぜん

せま　　　　　　　　　　　　　　　　　              ちょういん　　　              こう  げき　      てい   し　　　　                       みどりじゅうじ    き　     

         けっ   し　　　  ひ   こう　　　　　            い     え  じま    ほ  じょ   ひ  こうじょう　　           りちゃく りく　     さめじまじゅうみん　   

かか　　　　　　　                    たい へい よう せん そう　　 しゅうせん　    みちび　　                つた

ぎょくおんほうそう　  しょうわてんのう　みずか　　　                 つう　　     こくみん　  たいへいようせんそう　  しゅうけつ　   つ　          ろくおんほうそう

　　　　　　　せんげん　  れんごうこく　　              に  ほん　         むじょうけんこうふく　  かんこく　　                         せんげん

からふと　   ほっかいどう　  きた　     い   ち　          ほそなが　  しま　　　　　　　　　                                        よ

ぐん  し　   こうせんちゅう　 ぐんたいかん　 こうしょう　　                   は けん　　              し しゃ

り  りく　　き  さら  づ　     む　          みどりじゅうじき　 おかべ えいいち           ていきょう

こうふくぶんしょ　 がいむしょうがいこうしりょうかんしょぞう

 に  ほん　    むじょう けん こう ふく　     う　　　                             せいしき　  

せんげん　　　すべ　　      せんそうこうい　     ていし　       に ほん　   れんごう

こくぐんさいこう し  れい かん　  めいれい　 したが　　　　          めい  き
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平和への取組み
都市宣言
　2009（平成21）年４月１日に世界平和の
実現を強く希求して「核兵器廃絶平和都市宣言」
を制定し、同年９月に平和首長会議に加盟し
ました。平和事業を通して、市民の皆さんに
戦争や核兵器の恐ろしさ、平和の尊さを訴え
続けています。

磐田市平和祈念式
　磐田市における戦没者・戦災死者を追悼し、
平和を希求する想いを次世代に継承していく
ため、毎年８月１５日に開催しています。

広島・長崎被爆写真パネル展
　広島、長崎の被爆の実態を多くの市民や
子どもたちに知っていただき、戦争の恐ろしさ
や平和の尊さについて考えるきっかけとして
もらうため、市内施設及び市内中学校を巡回
するパネル展を毎年開催しています。

本でつなぐ平和のバトン
　市内図書館には、戦争と平和について考える
きっかけになる本がたくさんあります。
　二度と戦争をしないために、戦争の記憶を
絶やさないために、ぜひご一読いただき平和
について一緒に考えましょう。

戦後80年磐田市
平和標語コンテスト
　平和への想いを次世代に継承するため、
平和に関する標語を募集したところ、490点
もの多数の作品の応募がありました。

戦争を経験した方々の記憶や思いを語り継ぎ、平和の大切さを
学んでいくことで、家族や友達の笑顔と何気ない日常が未来永劫
続くようにと願いを込めました。

最優秀賞
未来につなぐ  平和の誓いと  みんなの笑顔

優秀賞
末永く  平和の花を  咲かせよう

愛する子らへ  笑顔で渡そう  平和のバトン

あらそわないで  助け合おう  平和は人が作るもの

鈴木 克佳

深澤 真由美

磐田北小４年　寺田 悠希

浜松日体中２年　木瀬 綾乃

そのほかの入賞作品は、
市ホームページに掲載
しています。 

へい　　 わ　　　                        とり        く

  と      し    せん  げん

　　                                                                                    　　　　　　       せ  かい  へい   わ　       

じつ げん　     つよ　    き きゅう　　           かく へい  き  はい ぜつ へい  わ   と     し  せん げん　  

         せい  てい　　　   　　                                 へい   わ  しゅちょうかい  ぎ　          か   めい

　　　                   へい   わ    じ ぎょう　      とお　　　             し   みん　       みな　　                 

せん  そう　　   かく  へい  き　        おそ　　　                   へい   わ　      とうと　　      うった　    

 つづ

いわ    た      し    へい    わ      き    ねん   しき

　　  いわ   た     し　　                           せん ぼつ しゃ　   せん さい  し    しゃ　      つい とう

へい   わ　        き きゅう　　         おも　　            じ     せ    だい　    けいしょう

　　　　　　 まい とし　　  　                              かい さい

ひろしま      ながさき  ひ  ばく しゃしん　　　            てん

　　　ひろ しま　　 なが  さき　　      ひ   ばく　      じっ  たい　      おお　　            し   みん

   こ　　　                               し　　　　                                      せん そう　     おそ

　　  へい   わ　      とうと　　                               かんが

　　　　　　                          し   ない   し   せつ およ　        し   ないちゅうがっ こう       じゅんかい

　　　　                           てん　     まい とし かい さい

ほん　　　　　　　　　　 へい  わ

　　   し  ない  と  しょ  かん　　              せん そう　     へい   わ　　                       かんが

　　　　　　　　　　　　　　　 ほん

　　　 に     ど　　   せん  そう　　　                                                    せん そう　        き   おく

  た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    いち どく　                              へい   わ

　　　　　　　　　いっ しょ       かんが

せん    ご　　         ねん  いわ   た     し

へい    わ　ひょう ご

　　   へい   わ　　               おも　　               じ     せ    だい　      けいしょう

 へい   わ　        かん　　         ひょう ご　         ぼ しゅう　　                                                     てん

　　　　     た   すう　      さく ひん　　  おう   ぼ

せんそう　    けい けん　　       かた がた　      き   おく　    おも　　        かた　      つ　　        へい わ　       たいせつ　           

まな                                                            か  ぞく　    ともだち　      え  がお　    なに  げ　           にちじょう　   み  らいえいごう

つづ　　                           ねが　              こ

はままつにったいちゅう　 ねん　　   き    せ　 あや   の

すず   き    かつよし

ふか ざわ　ま    ゆ    み  

いわ た きたしょう　　ねん　　てら  だ     はる  き  

                                              にゅうしょうさく ひん　　　   

  し                                                                    けい さい

  み   らい　　　　　                    へい   わ　        ちか　　　　　　　　　　　　　　        え   がお

すえ なが　　     へい   わ　　  はな　　       さ

あい　　        こ　　                え  がお　    わた　　            へい   わ

　　　　　　　　　　　　　         たす　     あ　　              へい   わ　     ひと　    つく

さいゆうしゅうしょう

ゆうしゅうしょう
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　毎年８月６日に開催される広島市原爆死没者慰霊式並びに
平和祈念式（以下、平和記念式典）に市内の学生を派遣しています。
　この事業を通して、未来を担う子どもたちに、原爆が投下された
地で式典に参列することにより、戦争の悲惨さや平和の大切さを
感じてもらい、自ら何ができるかを考え、平和への思いを次世代へ
継承していく機会としてもらいたいと考えています。この派遣事業
では、平和記念式典の参列に加えて平和記念公園や原爆資料館、
安田女子中学高等学校を訪れ、派遣後には、子どもたちが「目で
見て」「耳で聞いて」「手で触れて」学び感じたことを、学校や家庭、
地域へ報告し、平和の輪を広げています。

広島平和記念式典
派遣事業（平成22年度～）

　今までの私は、「日本は平和」と当たり前のように

思っていました。しかし、広島平和学習を終えた今、

『平和』がいかに大切なもので、未来に引き継いで

いかなければならないと強く感じています。戦争の

ことについて学び、そのことから

平和について深く考え、多くの人に

平和の大切さを伝えていきたい

です。
長野小学校　梅村 希望さん

（令和７年度派遣団）
神明中学校（当時）　永井 陽大さん

（令和６年度派遣団）

　僕たちがいつも当たり前にしていることはとても幸せ

な事だと気づきました。戦争を知らない世代に戦争の

恐ろしさを伝えること、そして、もう二度と戦争を起こ

させないことが僕たちの使命だと思います。平和の

実現に向け、これからの未来

を背負っていく僕たちにできる

ことを最大限やっていきたいと

思います。

広島派遣記録は、
市ホームページで
ご確認いただけます。

参加者からのメッセージ

ひろ    し ま    へ い     わ      き     ね ん    し き    て ん

  は    け ん     じ    ぎ ょ う

　　  まい  とし　   　　                            かい  さい　　                    ひろしま   し    げん  ばく   し    ぼつ  しゃ    い   れい  しき  なら　            

へい    わ     き   ねん しき　     い     か　    へい   わ    き     ねん しき てん　　          し   ない　    がく せい　        は   けん

　　　　　　     じ ぎょう　    とお　　               み   らい　     にな　　    こ　　　　　　                          げん ばく　      とう  か

　ち　       しき  てん　     さん  れつ　　　　　                                         せん そう　        ひ    さん　　          へい   わ　       たい せつ

かん　　　　　                         みずか　   なに　　　                                    かんが　　　  へい   わ　　           おも　　            じ    せ   だい

けいしょう　　　　                 き   かい　　　　                                                      かんが　　　                                                 は   けん   じ ぎょう

　　　　　　  へい   わ   き    ねん  しき てん　       さん  れつ　      くわ　　         へい    わ    き   ねん こう えん　      げん ばく    し りょう かん　　

やす   だ     じょ   し ちゅうがくこう とう がっ  こう　   おとず　　         は    けん   ご　　　               こ　　　　                                    め　　    

  み　　               みみ　       き　　                         て　        ふ　　                  まな　     かん　　　　　　　　　　　      がっ  こう　      か   てい　   

  ち   いき　      ほう こく　          へい   わ　         わ　       ひろ

ながのしょうがっこう　  うめむら     のぞみ           

                        は けんだん

しんめいちゅうがっこう     とう じ　          なが い    はると             

                                  は けんだん

ひろ しま   は    けん   き   ろく　　　  

 し

        かくにん

　　  いま　　　　　　  わたし　　　　     に  ほん　     へい   わ　　         あ　　         まえ

 おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ひろ しま へい  わ   がくしゅう　    お                   いま　

　  へい   わ　　　　　　　　　         たい  せつ　　　　　                   み   らい　　　  ひ　       つ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つよ　　 かん　　                                 せん そう　　　

　　　　　　　　　　　　　まな

 へい  わ　　　                 ふか　 かんが        おお　　     ひと　　 

 へい  わ　       たい  せつ　           つた

　　  ぼく　　　　　　　　　　　　　あ　　        まえ                                                                しあわ　　 

       こと　　         き　　　                            せん そう　     し　　                 せ  だい        せん  そう　      

おそ　　　                 つた　　　                                                       に    ど         せん  そう　　  お　　　

　                                             ぼく　　                 し  めい　　         おも　　　　             へい   わ　      

じつ げん　       む　　　　　                                    み  らい

　      せ    お 　　　               ぼく

　　　　　　 さい  だい げん                                 

おも

さん    か    しゃ
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　磐田市の被爆桜は、広島派遣事業を通して交流のある広島市の安田女子中学高等学校の校庭にある
被爆した桜の木から、接ぎ木という方法で作った苗木をいただき平成22年及び平成26年に植樹した
ものです。長い間、たくさんの悲劇と広島の復興を見続けてきた安田女子中学高等学校の被爆桜は、
今も春になると美しい花を咲かせています。ソメイヨシノの寿命は60年から80年といわれ、当時あった
桜の木はほとんど枯れてしまったため、現在も残る桜の木は、たいへん貴重なものです。
　市内に植樹した被爆桜は、現在４箇所で毎春
美しい花を咲かせています。安田女子中学高等学校
の生徒の「一人でも多くの人がこの桜の美しさに触れ、
生きることの喜びを感じてほしい、さらに平和に
対する夢と希望を発信したい」という思いや平和の
大切さについて考えながらご覧ください。

被爆桜について

平和のために考えよう

市内で被爆桜を見られる場所 （令和7年4月時点）

●
●

●
●

かぶと塚公園
磐田南小学校

向陽中学校
豊田中学校

かぶと塚公園内の被爆桜

あなたが考える平和とは？

平和な世界の実現に必要なこと

いま私たちができること

へい    わ                       かんが

ひ      ば く   ざ く ら

　　  いわ   た    し　　      ひ    ばくざくら　           ひろ しま   は    けん  じ ぎょう　     とお　　　    こうりゅう　　                ひろ しま   し　       やす   だ   じょ  し  ちゅうがく こう とう  がっ こう　      こう てい

　ひ   ばく　            さくら　      き　　　                つ　         き　　                   ほう  ほう　　   つく　　          なえ    ぎ                                                                             およ　                                                しょくじゅ　　　　　　　　　　

                                      なが　    あいだ　　　　　                             ひ   げき　     ひろ  しま　       ふっ  こう　        み   つづ　　                          やす   だ   じょ   し ちゅうがく  こう とう  がっ  こう　　　 ひ   ばく ざくら　　     

 いま　      はる　　　　                うつく　　        はな　       さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じゅみょう　　                                            　　　　　　　　                    とう   じ　　   

さくら　      き　                                         か　　　　　　　　　　　                                 げん ざい　      のこ　    さくら　　  き                                                   き ちょう

　　    し   ない　　    しょくじゅ　　　         ひ   ばくざくら　　         げん  ざい           か    しょ　       まいしゅん

うつく　　       はな　        さ　　　　　　　　　　　　　　　  やす   だ   じょ  し  ちゅうがく こう とう がっ こう       

         せい   と　　        ひと り　　         おお　　       ひと　　　           さくら　  うつく                       ふ　　　　 

  い　　　　　　　　　　        よろこ　　         かん                                                                        へい   わ　　    

たい　　　       ゆめ　       き  ぼう　      はっ  しん                                                   おも　　          へい    わ　        

たい せつ　　　　                        かんが　　                               らん

　　　　　　　  づか こう えん

いわ    た  みなみしょうがっ こう

こう  ようちゅう がっ こう

とよ   だ   ちゅうがっ こう　　　

づかこうえんない　       ひばくざくら

かんが　　　　　  へい    わ

へい     わ                せ    かい　　    じつ  げん　        ひつ  よう

わたし

  し    ない　　      ひ     ばくざくら　       み　　　　                  ば   しょ
じてん
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磐田市歌

ふるさといわた
海に　抱かれて
森に　見守られ
古に　思いをはせる　このふるさと
今　未来をみつめ　輝く　いわた
川に 育まれ
台地に　支えられ
悠久の　時を刻む　このふるさと
今　未来を信じ　伸び行く　いわた
空に　包まれて
花に　彩られ
永久の　明日を語る　このふるさと
今　未来を拓き　羽ばたく　いわた

１

２

３

作詞：河島 俊明
作曲：山下 康介

　世界の恒久平和は、人類共通の願いです。
　しかしながら、今も核兵器の拡散が懸念されており、世界各地で繰り返される
紛争では現在も尊い命が失われ、多くの人々が傷ついています。
　わが国は、世界で唯一の被爆国として、広島と長崎の惨禍を二度と繰り返しては
ならないと全世界に訴え続けています。磐田市は、美しい自然と多くの文化遺産
を未来へと受け継ぎ、全世界の人々が戦争のない平和な日々を送っていくために
も、すべての核保有国に対し核兵器の廃絶を訴え、かつ、わが国の非核三原則が
完全に順守され、原子力が平和的に利用されること及び世界平和の実現を強く
希求し、ここに「核兵器廃絶平和都市」を宣言します。

核兵器廃絶平和都市宣言

平成21年４月１日　磐田市

　　    せ   かい　　  こうきゅうへい  わ　　           じん るい きょう つう　　  ねが

　　　　                                              いま　　  かく  へい  き　　      かく さん　       け   ねん                                              せ  かい  かく   ち　　      く　        かえ　　　           

 ふん そう　　          げん  ざい　　 とうと　  いのち　　  うし                      おお　　        ひと びと　　   きず

　　                 くに　            せ   かい　      ゆい いつ　　    ひ   ばく こく　　　                 ひろ しま　　  なが さき         さん   か　　     に     ど　        く　       かえ　　　　　     

                                        ぜん   せ  かい　　 うった        つづ　                                          いわ   た     し　　        うつく　　          し    ぜん　      おお　　         ぶん   か     い   さん

          み   らい　　            う　　       つ　　         ぜん   せ   かい　　  ひと  びと　　  せん そう　　                 へい   わ            ひ　 び　　   おく　　　　　                                    

                                            かく   ほ   ゆう  こく　　  たい         かく  へい   き　　     はい  ぜつ　　うった　　　　                                     くに　　    ひ    かく  さん  げん  そく

 かん  ぜん　　  じゅん しゅ　　                 げん   し りょく　　 へい   わ   てき　　     り   よう                                        およ　　     せ  かい へい   わ　　    じつ  げん　　   つよ　    

   き きゅう　　　                               かく  へい    き    はい ぜつ  へい  わ     と     し　　          せん  げん　　　　

かく  へい   き    はい ぜつ へい    わ     と      し    せん  げん

　うみ　　　　　　  いだ

　もり　　　              み     まも

いにしえ　　　          おも

　いま　　　　 み     らい　　　　　                                かがや

　かわ　　　　  はぐく

　だい    ち　　                 ささ

　ゆう きゅう　　　           とき　         きざ

　いま　　　　 み    らい　　　　しん　　                 の　　         ゆ

　そら　　　　         つつ

　はな　　　　       いろど

　とこしえ　　　　　          あした　　         かた

　いま　　　    み     らい　　　   ひら　　　             は

いわ     た       し      か


